
Ⅰ.調査概要

配布数： 164 名

回答数： 75 名

回答率： 45.7%

Ⅱ.調査結果

1.回答者の属性

「再就業」とは、未就業者が再就業したもの

「転職」とは、就業中の者が転職したもの

1）居住地

　居住地は、千葉地区29.3％、船橋地区18.7％、君津地区が13.3％の順であった。

＜表1＞地区別　現居住地 (ｎ＝ 75）

地区名 回答数 割合 地区名 回答数 割合

千葉 22 29.3% 利根 0 0.0%

市原 4 5.3% 山武 1 1.3%

船橋 14 18.7% 長夷 1 1.3%

市川 6 8.0% 君津 10 13.3%

松戸 3 4.0% 安房 1 1.3%

東葛 5 6.7% 県外 0 0.0%

印旛 7 9.3% 無回答 1 1.3%

図1　地区別　回答数

令和7年度看護職定着確保動向調査結果
ー　再就業者対象　－

調査目的
　再就業した看護職の働き続けられる理由や就職先決定の決め手等を把握し、
　今後の看護職の定着確保対策の基礎資料を得る

調査対象
　千葉県在住の令和6年度千葉県ナースセンター登録の再就業者
　　（臨時雇用にて就業した者を除く）

調査時期 　令和7年5月30日  ～　令和7年6月20日

調査方法
　調査依頼をメールと郵便はがきにて案内し千葉県看護協会ホームページの
　アンケート機能を活用したWeb調査
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2）年代

＜表2＞年齢

　再就業時の年齢層は、「40代」33.3％

再就業 転職 「30代」28.0％、「50代」25.3％の順で

（n=40） （n=35） あった。

20代 5 2 3

6.7% 5.0% 8.6%

30代 21 9 12

28.0% 22.5% 34.3%

40代 25 18 7

33.3% 45.0% 20.0%

50代 19 9 10

25.3% 22.5% 28.6%

60代 5 2 3

6.7% 5.0% 8.6%

70代 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

0

0.0%

3）資格

　看護師89.3％、保健師5.3％、准看護師4.0％の順だった。

＜表3＞資格 (ｎ＝ 75）

保健師 助産師 看護師 准看護師

4 1 67 3 75

5.3% 1.3% 89.3% 4.0% 100.0%

2.就職時の状況

1）就業状況

就職時の就業状況は、未就業から

再就業した者が40名（53.3％）、

転職者が35名（46.7％）で、前年度（再就業53.8％、

転職46.2％）とほぼ変化はなかった。 53.3%

＜表4＞就業状況 (ｎ＝ 75）

再就業 転職

40 35

53.3% 46.7%

（n=75）

図2　回答者の年代（再就業者、転職別）

図3　就業時の就職状況
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2）再就業者のブランク期間

　　再就業者のブランク期間は、「6か月未満」25.0％が最も多く、「5～10年未満」22.5％、

　「6か月以上1年未満」20.0％の順であった。

＜表5＞ 再就業者のブランク期間 (ｎ＝ 40）

6か月未満 ～1年 ～2年 ～3年 ～4年 ～5年 ～10年 ～15年

10 8 3 3 1 2 9 1

25.0% 20.0% 7.5% 7.5% 2.5% 5.0% 22.5% 2.5%

～20年 ～25年 ～30年 無回答

1 1 0 1

2.5% 2.5% 0.0% 2.5%

3）現在の就業状況

　再就業した施設で継続して勤務している人は66.7％で、転職した人は24.0％、退職した人は5.3％であった。

＜表6＞ 現在の就業状況

再就業 転職

（n=40） （n=35）

50 32 18

66.7% 80.0% 51.4% 0

18 4 14

24.0% 10.0% 40.0%

4 3 1

5.3% 7.5% 2.9%

3 1 2

4.0% 2.5% 5.7%

0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

（n=75）

令和6年度に就職後、
同じ施設で継続して勤務

令和6年度に就職後、転職
（現在就業中）

令和6年度に就職後、退職
（現在未就業）

その他

無回答

図4　現在の就業状況（再就業、転職別）
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4）現在勤務している施設で働き続けられている理由（複数回答）

　　(「3）」にて「令和6年度に就業後、退職（現在未就業）」、「無回答」を除く）

　働き続けられる理由は、「勤務時間が自分の生活スタイルに合っている」54.9％、「同僚との関係が良い」47.9％、

　「通勤に便利である」46.5％の順であった。

＜表7＞ 現在勤務している施設で働き続けられている理由

再就業 転職
（n=37） （n=34）

　勤務時間が自分の生活スタイルに合っている 39 24 15

54.9% 64.9% 44.1%

　同僚との関係が良い 34 20 14

47.9% 54.1% 41.2%

　通勤に便利である 33 16 17

46.5% 43.2% 50.0%

　夜勤がない 31 17 14

43.7% 45.9% 41.2%

　休暇が取りやすい 29 17 12

40.8% 45.9% 35.3%

　上司との関係が良い 25 14 11

35.2% 37.8% 32.4%

　ハラスメントがない 18 10 8

25.4% 27.0% 23.5%

　給与が希望にあっている 18 7 11

25.4% 18.9% 32.4%

　短時間勤務ができる 17 11 6

23.9% 29.7% 17.6%

　希望する看護領域がある 12 6 6

16.9% 16.2% 17.6%

　福利厚生が充実している 9 5 4

12.7% 13.5% 11.8%

　家族の支援がある 7 3 4

9.9% 8.1% 11.8%

　キャリアアップの機会がある 6 3 3

8.5% 8.1% 8.8%

　プリセプターがついてくれる 6 4 2

8.5% 10.8% 5.9%

　子育て支援策が充実している 4 2 2

5.6% 5.4% 5.9%

　医療安全対策が充実している 2 1 1

2.8% 2.7% 2.9%

　夜勤を軽減または免除制度がある 1 1 0

1.4% 2.7% 0.0%

　看護ケアが充実している 1 0 1

1.4% 0.0% 2.9%

　再就業支援のプログラムがあった 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　その他 8 5 3

11.3% 13.5% 8.8%

（n=71）
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　その他： ・上司のパワーハラスメントがない

・個人に負担がいかないように、仕事内容を調整している

・経験分野で指導を受ける必要がない、社保加入、交通費支給

・看護師の数が不足

図5　働き続けられている理由（再就業、転職別）

64.9%

54.1%

43.2%

45.9%

45.9%

37.8%

27.0%

18.9%

29.7%

16.2%

13.5%

8.1%

8.1%

10.8%

5.4%

2.7%

2.7%

0.0%

0.0%

13.5%

44.1%

41.2%

50.0%

41.2%

35.3%

32.4%

23.5%

32.4%

17.6%

17.6%

11.8%

11.8%

8.8%

5.9%

5.9%

2.9%

0.0%

2.9%

0.0%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

勤務時間が自分の生活スタイルに合っている

同僚との関係が良い

通勤に便利

夜勤がない

休暇が取りやすい

上司との関係が良い

ハラスメントがない

給与が希望に合っている

短時間勤務ができる

希望する看護領域

福利厚生が充実している

家族の支援がある

キャリアアップの機会がある

プリセプターがついてくれる

子育て支援策が充実している

医療安全対策が充実している

夜勤を軽減または免除制度がある

看護ケアが充実している

再就業支援のプログラムがあった

その他

再就業

転職

5



5）勤務している、勤務していた施設種別

　勤務先の施設種別は、「病院」16.0％が最も多く、「診療所・クリニック」12.0％、次いで「介護福祉系施設」

10.7％の順で、病院の割合（16.0％）は前年度（26.9％）と比較して10.9ポイント減少した。

＜表8＞

再就業 転職
（n=40） （n=35）

　病院 12 4 8

16.0% 10.0% 22.9%

　診療所・クリニック 9 1 8

12.0% 2.5% 22.9%

　介護福祉系施設 8 0 8

10.7% 0.0% 22.9%

　訪問看護ステーション 1 1 0

1.3% 2.5% 0.0%

　企業 4 0 4

5.3% 0.0% 11.4%

　特別支援学校 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　保健所等公的機関 1 0 1

1.3% 0.0% 2.9%

　健診施設 2 1 1

2.7% 2.5% 2.9%

　学校・大学等教育機関 2 1 1

2.7% 2.5% 2.9%

　幼稚園・保育園等 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　その他 6 2 4

8.0% 5.0% 11.4%

　無回答 30 30 0

40.0% 75.0% 0.0%

（n=75）

図6　勤務先の施設種別（再就業、転職別）
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再就業 転職
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6）雇用形態

　　雇用形態は、「正職員」29.3％が最も多く、前年度（42.3％）より13ポイント減少した。次いで「非常勤職員」

　20.0％で、前年度最も多かった非常勤職員（48.1％）は28.1ポイント減少した。

＜表9＞

再就業 転職
（n=40） （n=35）

　正職員 22 6 16

29.3% 15.0% 45.7%

　短時間正職員 1 0 1

1.3% 0.0% 2.9%

　非常勤職員 15 2 13

20.0% 5.0% 37.1%

　派遣職員 1 0 1

1.3% 0.0% 2.9%

　その他 5 1 4

6.7% 2.5% 11.4%

　無回答 31 31 0

41.3% 77.5% 0.0%

3.再就業後の指導体制について

1）指導係の有無

　　再就業後の、指導係の有無では「直接の指導係がいて相談できた」45.3％で、「直接の指導係はいなかった」

　は54.7％だった。

＜表10＞ 指導係の有無

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　直接の指導係がいて相談できた 34 17 17

45.3% 42.5% 48.6%

　直接の指導係はいなかった 41 23 18

54.7% 57.5% 51.4%

（n=75）

図7　勤務先の雇用形態（再就業、転職別）
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2）相談相手の有無

　　1）で「直接の指導係はいなかった」41名のうち、相談できる同僚や先輩はいるか、またはいたかでは、

　「相談者はいた」82.9％、「相談者はいなかった」17.1％だった。

＜表11＞ 相談相手の有無

再就業 転職

（n=23） （n=18）

　相談者はいた 34 17 17

82.9% 73.9% 94.4%

　相談者はいなかった 7 6 1

17.1% 26.1% 5.6%

4.再就業のきっかけ（複数回答）

　　再就業のきっかけは、「今までに得た職業経験や技術・資格を活かす」48.0％が最も多く、次いで

　「社会に出たい」37.3％、「経済的な理由から」32.0％の順であった。

＜表12＞ 再就業のきっかけ

再就業 転職
（n=40） （n=35）

　今までに得た職業経験や技術・資格を活かしたい 36 19 17

48.0% 47.5% 48.6%

　社会に出たい 28 22 6

37.3% 55.0% 17.1%

　経済的な理由から 24 14 10

32.0% 35.0% 28.6%

　子育て・介護・転居等が一段落したため 21 10 11

28.0% 25.0% 31.4%

　社会・看護への貢献 19 10 9

25.3% 25.0% 25.7%

　専門的な経験をより高めたい 14 7 7

18.7% 17.5% 20.0%

　友人・知人にすすめられた、誘われた 3 1 2

4.0% 2.5% 5.7%

　その他 8 4 4

10.7% 10.0% 11.4%

・一緒に働いていた医師に誘われた。

その他： ・勉強していきたい。体調に合わせて。

・仕事を探していて条件にあった施設だった為。

・通信制看護学校を卒業し、准看護師から看護師資格を得ることができたため。

・老後を楽しむため。

・職場が閉院した。

・前職場が長かったので、リフレッシュしたかった。

（n=41）

（n=75）
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5.就職活動で利用した職業紹介所等について（複数回答）

1）就職活動で活用した職業紹介所

　就職活動で活用した職業紹介所等は、「千葉県ナースセンター」64.0％が最も多く、

次いで「民間の就職あっせん業者」48.0％、公共職業安定所（ハローワーク）37.3％であった。

＜表13＞ 就職活動で利用した職業紹介所等について

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　千葉県ナースセンター 48 29 19

64.0% 72.5% 54.3%

　民間の就職あっせん業者 38 20 16

50.7% 50.0% 45.7%

　公共職業安定所（ハローワーク） 28 19 9

37.3% 47.5% 25.7%

　派遣業者 7 4 3

9.3% 10.0% 8.6%

　県外のナースセンター 1 0 1

1.3% 0.0% 2.9%

　その他 10 3 7

13.3% 7.5% 20.0%

　その他： ・自分で探した6件

・地域新聞やポスト投函の広告の求人

・indeed

＜表14＞利用数

1社 2社 3社 4社 5社以上 平均利用数

民間の就職あっせん業者 18 13 7 0 0 1.7 社

（n=38） 再就業 11 8 2 0 0 1.6 社

転職 7 5 5 0 0 1.9 社

派遣業者 3 3 2 0 0 1.9 社

（n=7） 再就業 2 1 1 0 0 1.8 社

転職 1 2 1 0 0 2.0 社

図8　再就業のきっかけ（再就業、転職別）
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6.就職先の決定

　就職先の決定では、同率で「民間の就職あっせん業者」「インターネット、LINE等で自分で調べた」29.3％と

最も多く、次いで「公共職業安定所（ハローワーク）」12.0％であった。

＜表15＞ 就職先の決定

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　民間の就職あっせん業者 22 13 9

29.3% 32.5% 25.7%

　インターネット、LINE等で自分で調べた 22 9 13

29.3% 22.5% 37.1%

　公共職業安定所（ハローワーク） 9 8 1

12.0% 20.0% 2.9%

　知人・友人 7 3 4

9.3% 7.5% 11.4%

　千葉県ナースセンター 5 2 3

6.7% 5.0% 8.6%

　派遣業者 4 2 2

5.3% 5.0% 5.7%

　県外のナースセンター 1 0 1

1.3% 0.0% 2.9%

　ジョブカフェ 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　その他 5 3 2

6.7% 7.5% 5.7%

　その他： ・医師

・以前働いていた所で募集があった為

・地域新聞

・自分で問い合わせした

（n=75）

図9　利用した職業紹介所等（再就業、転職別）
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7.就職先決定の決め手（複数回答）

　　就業先決定の決め手は、「勤務時間」68.0％が最も多く、次いで「立地（通勤に便利な場所等）」61.3％、

　「看護領域・看護内容・業務内容」52.0％の順に多かった。

＜表16＞ 就職先決定の決め手

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　勤務時間 51 27 24

68.0% 67.5% 68.6%

　立地（通勤に便利な場所等） 46 26 20

61.3% 65.0% 57.1%

　看護領域・看護内容・業務内容 39 21 18

52.0% 52.5% 51.4%

　施設の雰囲気 21 11 10

28.0% 27.5% 28.6%

　給与 21 7 14

28.0% 17.5% 40.0%

　休日・休暇制度 18 9 9

24.0% 22.5% 25.7%

　人間関係 10 3 7

13.3% 7.5% 20.0%

　家族の支援・同意 5 3 2

6.7% 7.5% 5.7%

　子育て支援 4 2 2

5.3% 5.0% 5.7%

　保育施設 3 2 1

4.0% 5.0% 2.9%

　キャリアアップ支援 2 1 1

2.7% 2.5% 2.9%

　再就業の支援プログラム 1 1 0

1.3% 2.5% 0.0%

　宿舎・寮 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　その他 5 5 0

6.7% 12.5% 0.0%

 【再就業】

・新規開設だから

・ブランクがあっても対応してくれる

・誘われて就職した

　その他： ・あっせん業者からの勧め

・学習の機会が得られる

（n=75）
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図10　就職先決定の決め手（再就業、転職別）
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8.再就業講習会（復職支援セミナー等）について

　再就業講習会（復職支援セミナー等）の受講状況は、「受講した」50.7％、「受講しなかった」49.3％で、

「受講した」人の内訳は、再就業が68.4％、転職が31.6％であった。受講した場所は、複数回答で「千葉県ナース

センター・看護協会」が89.5％だった。

1）就職が決定する前の再就業講習会（復職支援セミナー等）の受講状況

＜表17＞再就業講習会の受講状況 (ｎ＝ 75）

受講した 受講しなかった

38 37

50.7% 49.3%

(ｎ＝ 38）

再就業 転職

26 12

68.4% 31.6%

2）どこで受講したか（受講したものすべて回答）

＜表18＞ 受講場所 (ｎ＝ 38）

　千葉県ナースセンター・看護協会 34 89.5%

　県外のナースセンター・看護協会 0 0.0% その他：

　その他 4 10.5% 　・千葉県リハビリテーションセンター

　・派遣会社の点滴・採血研修

3）受講した研修内容 　・ハローワーク

＜表19＞ 受講した研修内容 (ｎ＝ 38） 　・病院の研修

採血 注射法 吸引 経管栄養 排泄ケア・介助

16 16 10 8 4

42.1% 42.1% 26.3% 21.1% 10.5%

医療安全 CVポート管理 感染管理 清潔ケア その他

4 3 3 1 2

10.5% 7.9% 7.9% 2.6% 5.3%

4）受講した再就業講習会（復職セミナー等）の活用度

　就業後セミナーについて、「非常に役立っている」31.6％、「まあまあ役立っている」39.5％であった。

＜表20＞ 受講した再就業講習会（復職セミナー等）の活用度(ｎ＝ 38）

非常に
役立っている

まあまあ
役立っている

どちらともいえない
あまり

役立っていない
全く

役立っていない 無回答

12 15 8 0 2 1

31.6% 39.5% 21.1% 0.0% 5.3% 2.6%

【非常に役立っている・まあまあ役立っている】

　　理由： ・採血や末梢ルート確保の試技を再確認でき、今の職場でも役立っているから。（4件）

・ブランク期間があった為、技術面や新しい器材の情報不足の不安があった研修を受講し、

　再就職に向けての自信がついた。（2件）

・ブランクがあったので、勘を取り戻すために役立った。

・人とのコミュニケーションには認知の限界がある事を学べたのが大きい。

・デイサービスの面接時、研修受けた事を伝え、喜ばれ好感を持っていただけた。

・県内に転居したばかりだったため様々な施設の話を聞けて選択肢が広がった。また

　相談員さんと話をして転職の方向性を定めることができた。

【どちらともいえない、全く役立っていない】

・感覚を思い出すことはできたが、看護技術を必要としない職場に就職したため。（5件）

・すぐに再就職できなかったので研修内容が活かせなかった。

図11　再就業講習会の受講状況

図11　再就業講習会の受講状況
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5）再就業講習会（復職セミナー等）未受講の理由（複数回答）

　再就業講習会（復職セミナー等）を未受講の理由は、「必要性を感じなかった」40.5％、「日程が合わなかった」

32.4％、次いで「研修を知らなかった」24.3％だった。

＜表21＞ 再就業講習会（復職セミナー等）未受講の理由

再就業 転職

（n=14） （n=23）

　必要性を感じなかった 15 3 12

40.5% 21.4% 52.2%

　日程が合わなかった 12 6 6

32.4% 42.9% 26.1%

　研修を知らなかった 9 3 6

24.3% 21.4% 26.1%

　すぐに就職しなければならなかったため受講 4 1 3

　できなかった 10.8% 7.1% 13.0%

　申込方法がわからなかった 2 0 2

5.4% 0.0% 8.7%

　家庭の事情（子育て、介護等）で受講したかったが 1 0 1

　受講できなかった 2.7% 0.0% 4.3%

　内容が不満だった 1 1 0

2.7% 7.1% 0.0%

　費用がかかった 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　就業したい施設で再就業支援を実施していた 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

　その他 2 2 0

5.4% 14.3% 0.0%

その他： ・転居したばかりだったため

・体調崩して離職しており、研修まで至らなかった

（n=37）

図12　再就業講習会未受講の理由（再就業、転職別）
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6）再就業後、看護業務を遂行するにあたり困ったこと

　再就業後の看護業務で困ったことがあるかでは、「困ったことがある」44.0％、「困ったことはない」56.0％だった。

＜表22＞ 再就業後の看護業務で困ったことがあるか (ｎ＝ 75）

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　困ったことがある 33 18 15

44.0% 45.0% 42.9%

　困ったことはない 42 22 20

56.0% 55.0% 57.1%

・ブランクがあり知識も技術も不足していて、現場に慣れるのに時間がかかる。（6件）

・忘れていることが多く、わからないことが何かわからない。（4件）

・サポート体制がない。（3件）

・PCスキルが不十分、電子カルテが使えない。（2件）

内容 ・オープニングスタッフで全ての業務を引き受けなければならなかった。（2件）

・過去の経験と知識とやり方が違うので、最近のことを学びたかった。（2件）

・記憶力の低下、自己の能力の誤認で、指導を受けたことなど一回では身につかない。

・帰宅が19-20時なので体力がもたない。

・機械の使い方。

・マニュアルがないので 人によって手順や対応の仕方が違っている。

・知識を深める機会がない。

・採血や筋注の練習はできず、見学や手技の確認のみで実施。 

・気管内吸引の使い方に不安があった。

・フィジカルアセスメントとアセスメント力。

・同僚の仕事の進め方に疑問がある。

・労働条件明示書に記載されている時給や勤務時間が違ったこと。 

・介護施設の看護師と病院の看護師の違いに戸惑った。

・院長からの無視やモラハラ発言など対応に苦慮した。

・メンタル疾患に対する理解がなく内服・通院に対して否定的で辛くなった。

9.ヘルシーワークプレイス相談窓口を知っているか

　ヘルシーワークプレイス相談窓口を知っているかでは、「知っていた」16.0％、「知らなかった」84.0％だった。

＜表23＞ ヘルシーワークプレイス相談窓口を知っているか (ｎ＝ 75）

再就業 転職

（n=40） （n=35）

　知っていた 12 6 6

16.0% 15.0% 17.1%

　知らなかった 63 34 29

84.0% 85.0% 82.9%

（n=75）

（n=75）
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9.千葉県ナースセンターへの意見と要望（自由記載より）

お仕事相談について

・無理のない職場を紹介していただき感謝しています。

・相談にのってもらい指導頂けたことに感謝しております。再就職にあたり不安がありましたが、

　無事に働くことができました。

・就職中だけど、転職を考えている場合、どのように探して申込めば良いのかわからないので教えて欲しいです。

・慣れない土地で、再就職するための相談にのっていただいたりアドバイスをいただけたことが

　とても嬉しかったです。社会に出るきっかけになりました。ありがとうございました。

・最初は転職ページを眺めるだけでしたが、病院説明会に行き相談員さんとお話しできたことが

　転職に繋がりました。また転職を考えることがありましたらお世話になりたいと思います。

・ハローワークへ出張相談に来られた際には大変お世話になりました。知らない土地に来て不安で

　いっぱいでしたが、こちらの希望を聞いてアドバイスをいただけたことで再就職の足がかりになりました。

研修について

・もっといろんな技術などのセミナーをやってほしい。 再就職しても、しばらくは新人と同じで、緊張するし、

　慣れるのに時間かかかったので、スキルアップのための講習も就職しても気軽に参加できるようなものを

　考えてほしい。

・現在は就職しているが、この先は今のところにいるかわからないので、最新の処置など学べる研修をして欲しい

　研修があることを知らなかったのでわかりやすく周知して欲しい。

・ｅ-ラーニングの視聴期間を、もう少し長くしてもらえるともっと勉強出来た。

・技術の更新、キャリアアップや転職などの対応も踏まえて、就職していても研修を受けられるようにしてほしい。 

・小規模な病院やクリニックなど、スタッフの高齢化も含め、技術や医療の更新がきちんとなされているのか、　

　ブランクあって就職した教わる側としては不安がある。

・再就職するにあたり、採血などの手技を改めて学ぶことができとてもありがたかったです。

・復職にあたり、看護技術を体験できたのはありがたかったです。

・ブランクあると、特に注射やサーフロが戸惑い強くなり、実技は現状レベルの自己判断にもなり

　良かった。サーフロが、苦手と感じ、介護側を選びました。しかし、デイサービスでは、胃瘻の経管栄養、吸引、

　携帯用酸素吸入もあるので、携帯用酸素吸入講習あったら受けたいと感じました。

eナースセンター・求人情報について

・求人内容が少し見づらい、求人の詳細を見ても内容が分かりにくいので改善してもらえるとありがたいです。

その他

・仕事上の不満は、色々あっても人間関係が良かったり、あるいは、誰か1人でもわかってくれる人がいると

　多少乗り切れるのかなと思う。困っている事、辛い事を話した時、それを否定されたり、侮られたりすると

　逆に離職や精神を病んだりする方向へ行くと体験して思う。

・離職理由に、体調などあるが、根本的に病院の時給が安すぎる。他の職業は、時給が上がるのに、上がらない

　医療現場に対して、ストライキのニュースを見たが、0回答と聞いて、愕然とした。看護師の善意に頼る

　今の現状をやめない限り、離職率は下がらないと思う。看護協会は、もっと待遇改善に尽力すべき。

・初めて民間就職あっせん業者を利用し、ナースセンターの方に業者は手数料が就職先のご負担

　になると言われました。業者を使いたくない気持ちもありますが、先方への問い合わせや面接の日程調整、

　履歴書のチェックなど手厚かったです。公的なところが業者のようにサポートしてくれたら次は業者を使わなくて

　済むかと思います。
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